
中国四国地区におけるプリオン病サーベイランス

解 説
1. 2020年10月から2021年9月の1年間に報告した全症例は30例であった。うち孤発性CJD16例、遺伝性CJD8例、

否定症例が6例であった。遺伝性プリオン病として報告した症例はV180I5例、M232R2例、P102L1例であった。
否定症例は、細菌性髄膜炎1例、アルコール性認知症１例、脳炎疑い１例、SCA17１例、確定診断は不詳ですが
明らかに否定という症例が２例であった。
2.本年度特筆すべき新規報告症例として、高知県からV180I症例の報告があった。
3.今後も実地調査を原則に、訪問調査結果をサーベイランス委員会に正確に報告し、 中四国地区のプリオン病
の動向把握 とともにサーベイランス委員会の活動に寄与していきたいと考えている。

令和３年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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